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シリーズ企画

ミロク会計人会連合会＆単位会
定期総会報告

事務所訪問
大戸孝男税理士事務所

百年企業
株式会社 龜屋

MJSサービスを活用した事務所経営
渡辺・麻場税理士法人

ミロクシステムQ&A
『ACELINK NX-Pro会計大将』

「第40回全国統一研修会・北陸大会」
開催のご案内

「第40回全国統一研修会・北陸大会」
第1分科会特集

今月の表紙：キスゲ満開
撮影：雲 喜延(関東信越ミロク会計人会)　場所：尾瀬国立公園

リレーエッセイ
関東信越ミロク会計人会　山本 正



北陸新幹線開通によって脚光を浴びている金沢に、
地域活性化のカギを握る経験豊富な有識者が集結！

移ろいゆく世界情勢、国内情勢を見つめ、常に最新の情報や知識、技術を皆様に提供し開催して参りま
した全国統一研修会。第40回目の今回は、好調な日本経済の波にうまくライディングする方法や未来展
望など、構造が変わりつつある日本の会計事務所に現在、そして近い将来必要とされる知見やテクニック、
テクノロジーを中心に研修を行います。
　全国統一研修会に、多数の皆様のご参加を心よりお待ちしています。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
6
年
、
長
野
県
生
ま
れ
。
87

年『
ミ
カ
ド
の
肖
像
』で
第
18
回
大
宅

壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
、

2
0
0
7
年
東
京
都
副
知
事
に
任
命
さ

れ
る
。12
年
か
ら
13
年
、東
京
都
知
事
。

著
書
／
主
著
に『
ペ
ル
ソ
ナ　

三
島
由
紀

夫
伝
』『
ピ
カ
レ
ス
ク 

太
宰
治
伝
』（
文
春

文
庫
）、『
昭
和
16
年
夏
の
敗
戦
』『
天
皇

の
影
法
師
』（
中
公
文
庫
）、近
著
に『
さ

よ
う
な
ら
と
言
っ
て
な
か
っ
た 

わ
が
愛

わ
が
罪
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）、『
救
出

3
・
11
気
仙
沼
公
民
館
に
取
り
残
さ
れ
た

4
4
6
人
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
戦
争
・

天
皇
・
国
家
』（
田
原
総
一
朗
氏
と
の
共
著
、

角
川
新
書
）な
ど
が
あ
る
。

式典・基調講演
定員／ 1,000名

参加費無料

「
こ
の
国
の
ゆ
く
え
」

■ 

会　

場 

： 「
石
川
県
立
音
楽
堂
／

	

　

 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」

■ 

講　

師 

： 

作
家
・
前
東
京
都
知
事

 

猪い

の

せ瀬 

直な

お

き樹 

氏

■ 日　程 ： 平成27年11月12日（木）

■ 会　場 ： ANAクラウンプラザホテル金沢     　&石川県立音楽堂
〒920-8518 石川県金沢市昭和町16-3
TEL：076-224-6111

〒920-8518 石川県金沢市昭和町20-1
TEL：076-232-8111

午後0時30分～ 1時30分
午後1時30分～ 3時45分
午後4時00分～ 5時55分

午後4時15分～ 5時45分
午後4時15分～ 5時30分
午後6時40分～ 8時40分

■主催／ミ ロ ク 会 計 人 会 連 合 会
■担当／北 陸 ミ ロ ク 会 計 人 会
■協賛／株式会社ミロク情報サービス

● 受 付 ：
●式典・基調講演：
● 第 1 分 科 会：

● 第 2 分 科 会：
● 第 3 分 科 会：
●懇親パーティー：

総合受付

2月刊税理士事務所CHANNEL



事
務
所
業
務
改
善
を
提
言
し
続
け
て
い
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、今
回
は「
半
歩
先
行
く
」を
テ
ー
マ
に
様
々
な

切
り
口
か
ら
全
国
の
税
理
士
事
務
所
を
総
力
取
材
！ 

実
践
的
に
使

え
る
事
例
を
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

﹇
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
主
な
過
去
の
実
績
﹈

●
主
な
業
務
改
善
提
案

第
1
弾　

北
海
道
大
会
：
文
書
管
理
の
合
理
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

第
2
弾　

九
州
大
会
：
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
事
務
所
の
業
務
改
善

第
3
弾　

広
島
大
会 

： 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
業
務
改
善

●
小
冊
子
の
発
行

「
決
算
予
測
は
こ
う
活
用

す
る
！
」、「
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ス
活
用
法
！
」、

「
事
務
所
の
事
業
承
継
」、

「
事
務
所
管
理
の
活
用

法
」、「
会
計
事
務
所
の

I
T
I

B
C
P
」等

業
務
改
善
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾

「
突
撃
！
隣
の
事
務
所
の
…

〜ニッ
ポン
の
半
歩
先
行
く
税
理
士
事
務
所
〜
」

「
素
材
と
デ
ザ
イン
で
市
場
を
拓
く
」

「
ま
ち
づ
く
り 

も
の
づ
く
り
―
金
沢
の
物
語
―
」

「
番
号
制
度
導
入
の
背
景
と
今
後
の
展
開
」

■ 
会　

場 

： 「
石
川
県
立
音
楽
堂
／

	
　

   

邦
楽
ホ
ー
ル
」

■ 

企
画
運
営 
： 
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
／

	

　
　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

■ 

会　

場 

： 「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
／
瑞
雲
の
間
」

■ 

講　

師 

： 

株
式
会
社
能
作 

代
表
取
締
役 

金
属
溶
解
一
級
技
能
士

能の
う
さ
く作 

克か

つ

じ治 

氏

■ 
会　

場 

： 「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
／
鳳
の
間
」

■ 
講　

師 

：
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

会
長 

元
金
沢
市
長

山や

ま

で出 

保た
も
つ 

氏

■ 

会　

場 

： 「
石
川
県
立
音
楽
堂
／
邦
楽
ホ
ー
ル
」

■ 

講　

師 

： 

国
立
大
学
法
人 

東
京
工
業
大
学

像
情
報
工
学
研
究
所 

教
授 

工
学
博
士

大お
お
や
ま山 

永な
が
あ
き昭 

氏

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

時
間　

午
後
6
時
40
分
～
8
時
40
分

会
場　

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　

金
沢
／
鳳
の
間

会
費　

１
２
，０
０
０
円

         

（
小
学
生
以
下
は
６
，０
０
０
円
）

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

日
程　

平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）

会
場　

片
山
津
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

定
員　

1
0
0
名

記
念
旅
行

「
世
界
遺
産
五
箇
山
と
北
陸
3
県
を
巡
る
旅
」

日
程　

平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）
～

 

15
日（
日
）

最
大
催
行
人
数
90
名

申
し
込
み
方
法

お
申
し
込
み
は
、同
封
し
て
お
り
ま
す
申
込

用
紙
も
し
く
は
、ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w
.m
irokukai.ne.jp

）
の

「
第
40
回
全
国
統
一
研
修
会
・
北
陸
大
会
」

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
申
込
書
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
の
上
、
F
A
X
（
0
1
2
0

−

3
6
9

−

7
7
3
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な
お
、お
申
し
込
み
は
、会
場
の
都
合
上
、

定
員
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

※
最
終
締
切
は
、基
調
講
演
・
各
分
科
会
が
10
月
30
日

（
金
）、懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
・
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
・
記
念

旅
行
が
9
月
30
日（
水
）と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
同
封
の「
全
国
統
一
研
修
会
案
内
」を
ご

覧
く
だ
さ
い

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
、福
井
県
生
ま
れ
。80
年
に
大
阪
芸
術
大
学
芸
術

学
部
写
真
学
科
卒
業
後
、新
聞
社
勤
務
を
経
て
84
年（
株
）能
作

に
入
社
。2
0
0
2
年
に
同
社
の
代
表
取
締
役
就
任
、翌
年
か

ら
錫す
ず

1
0
0
％
の
鋳い
も
の物

、主
に
キ
ッ
チ
ン
ウ
エ
ア
の
製
造
を

開
始
。04
年
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
真
鍮
風
鈴
が
松
屋
の「
デ
ザ
イ
ン
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」に
、錫（
T
i
n
） 

シ
リ
ー
ズ
・
真
鍮
風
鈴
が
富
山
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
選
定
さ
れ

る
。以
後
、東
京
で
単
独
で
の
展
示
会
を
た
び
た
び
実
施
し
、12
年
に
は
東
京
オ
フ
ィ
ス

を
開
設
す
る
な
ど
、精
力
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

受
賞
歴
／ 

2
0
1
1
年 

第
一
回「
日
本
で
一
番
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
審
査
員
特

別
賞
」受
賞
、2
0
1
2
年 

富
山
県「
第
一
回
中
小
企
業
元
気
と
や
ま
賞
」受
賞
、日
本

鋳
造
工
学
会「castings of the year

賞
」受
賞
、2
0
1
3
年
第
5
回「
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞 

経
済
産
業
大
臣
賞
」受
賞

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
1
年
、石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。54
年
に
金
沢
大
学

卒
業
後
、金
沢
市
役
所
に
入
る
。87
年
、金
沢
市
助
役
に
就

任
。90
年
、金
沢
市
長
に
初
当
選
し
、5
期
20
年
在
職
。こ
の
間
、

2
0
0
3
年
6
月
か
ら
全
国
市
長
会
会
長
を
2
期
4
年
務
め

る
。13
年
、石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
に
就
任
。

受
賞
・
受
章
歴
／
2
0
0
0
年「
日
本
建
築
学
会
文
化
賞
」受
賞
、2
0
0
5
年 

「
日

本
都
市
計
画
学
会
石
川
賞
」受
賞
・
2
0
1
0
年「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
レ
ジ
オ
ン
・
ド

ヌ
ー
ル
勲
章
シ
ュ
バ
リ
エ
章
」受
章

著
書
／
『
金
沢
の
気
骨
』（
北
國
新
聞
社
）、『
金
沢
を
歩
く
』（
岩
波
新
書
）

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
7
年
、東
京
工
業
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業
。82
年
、

同
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
物
理
情
報
工
学
博
士
課
程
修
了

後
、同
大
学
助
手
、米
国
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
研
究
員
を
経
て
、88
年
に

東
京
工
業
大
学
助
教
授
。93
年
に
同
教
授
。

●
主
な
委
員
等

厚
生
労
働
省
情
報
政
策
参
与
、同
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
検
討
会
座
長
、

同
社
会
保
障
審
議
会
臨
時
委
員 

等
。

第1分科会
定員／250名
参加費無料

第2分科会
定員／250名
参加費無料

第3分科会
定員／250名
参加費無料

特
別
講
演

広島大会の様子

3 月刊税理士事務所CHANNEL



第40回全国統一研修会 北陸大会
第1分科会特集

事
務
所
業
務
の
さ
ら
な
る
改
善
に
役
立
つ

情
報
満
載
の
充
実
し
た
分
科
会
を
実
施

す
ぐ
に
実
践
で
き
る「
半
歩
先
」の

取
り
組
み
を
公
開
予
定

い
よ
い
よ
開
催
ま
で
2
カ
月
あ
ま

り
に
迫
っ
た
第
40
回
全
国
統
一
研
修

会 

北
陸
大
会
。
こ
こ
で
は
、
皆
様
の

実
務
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
役
立
つ
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
第
1
分
科

会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
分
科
会
は
、
会
計
事
務
所
業
務

の
改
善
を
提
言
し
続
け
て
い
る
、
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
・
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
企

画
・
運
営
を
担
当
し
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
業
務
改
善
シ
リ
ー
ズ
第

4
弾 

突
撃
! 

隣
の
事
務
所
の
… 

〜

ニ
ッ
ポ
ン
の
半
歩
先
行
く
税
理
士
事

務
所
〜
」
で
す
。
本
分
科
会
で
は
、

先
進
的
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
の

が
難
し
い
取
り
組
み
で
は
な
く
、「
半

歩
先
行
く
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
通

り
、
事
務
所
に
戻
っ
た
ら
す
ぐ
に
で

も
実
践
で
き
る
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か

ら
紹
介
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
全
国
各
地
の
税
理
士
事
務

所
を
取
材
し
、
実
務
に
生
か
せ
る
事

例
を
分
か
り
や
す
く
皆
様
に
お
伝
え

し
ま
す
。

業
務
改
善
に
役
立
つ
情
報
を

一
貫
し
て
提
供
し
続
け
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
で
は
、

会
計
事
務
所
の
業
務
改
善
を
テ
ー
マ

に
し
た
分
科
会
を
過
去
の
全
国
統
一

研
修
会
で
3
度
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。

2
0
0
8
年
に
札
幌
で
開
催
さ
れ

た
北
海
道
大
会
で
は
「
情
報
管
理
」

を
テ
ー
マ
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

推
進
方
法
や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

よ
っ
て
可
能
と
な
る
業
務
効
率
化
の

内
容
、
さ
ら
に
電
子
申
告
を
円
滑
に

進
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
申
告
後
の
書
類

の
保
管
方
法
や
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
つ
い
て
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
内
容
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

09
年
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
九

州
大
会
で
は
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
」
に

焦
点
を
当
て
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
各
地
で
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
を
実
践
さ
れ
て
い
る
先
生
方

に
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や
導
入
の
経
緯

な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
っ
て
所

内
で
の
情
報
共
有
が
容
易
に
な
っ
た

こ
と
、
コ
ス
ト
削
減
で
き
た
こ
と
、

所
内
の
整
理
整
頓
が
進
ん
だ
こ
と
、

「iCom
pass

リ
モ
ー
ト
P
C
」
と
併

用
す
れ
ば
外
出
先
で
所
内
に
保
管
し

て
あ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
閲
覧
で

き
る
の
で
大
量
の
書
類
を
持
ち
歩
く

必
要
が
な
く
な
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
参
加
者
全
員
で

共
有
し
ま
し
た
。

13
年
の
広
島
大
会
で
は
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
方
法
」
を
テ
ー

マ
に
行
い
、
ご
登
壇
さ
れ
た
先
生
方

が
日
常
の
業
務
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
シ
ー
ン
は

や
は
り
外
出
時
や
顧
問
先
訪
問
時
が

多
く
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
な
ど
の
業
務
を
は
じ
め
、

「iCom
pass

リ
モ
ー
ト
P
C
2
」
で

事
務
所
に
保
管
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
閲
覧
す
る
、
通
帳
を
撮
影

し
て
原
本
は
預
か
ら
な
い
（
返
却
の

手
間
が
省
け
る
）、
資
産
税
関
係
の
相

談
を
受
け
た
と
き
は
一
緒
に
路
線
価

を
見
な
が
ら
話
を
進
め
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

い
ず
れ
も
好
評
を
博
し
て
お
り
、

今
回
の
分
科
会
で
は
ど
の
よ
う
な
情

報
が
公
開
さ
れ
る
の
か
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
発
表
の
方
法
を
含
め
て
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

会
で
は
他
に
も
「
会
計
事
務
所
の
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
活
用
術
」
や
「
半

歩
先
行
く
事
務
所
管
理
の
活
用
法
」、

「
会
計
事
務
所
の
I
T－

B
C
P
」

な
ど
、
事
務
所
で
役
立
つ
情
報
を
数

多
く
小
冊
子
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

北海道大会での分科会の模様

九州大会での分科会の模様

広島大会での分科会の模様

4月刊税理士事務所CHANNEL



日
時　

平
成
27
年
7
月
24
日（
金
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

議
題

第
1
号
議
案　

新
任
副
会
長
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

第
39
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
3
号
議
案　

第
39
期
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
4
号
議
案　

第
40
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案　

第
40
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

報
告
事
項

⑴　

第
40
回
全
国
統
一
研
修
会
北
陸
大
会
開
催
進
捗
報
告

⑵　

各
単
位
会
の
状
況
報
告

⑶　

各
委
員
会
の
活
動
報
告

⑷　

Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
現
状
報
告

⑸　

そ
の
他

連
合
会
会
則
第
七
条
二
項
よ
り
、
次
の
3
名
の
方
が
連
合
会
副
会
長
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
北
海
道
会 

新
会
長 

中
原 

章
博

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
近
畿
会 

新
会
長  

植
田 

卓

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
沖
縄
会 

新
会
長  

髙
良 

正
一

沖縄会 髙良 正一 新会長

近畿会 植田 卓 新会長

北海道会 中原 章博 新会長

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／平成27年7月17日（金）
会場／JRホテルクレメント高松
≪記念講演会≫
演題／明治28年の子規と漱石 －新しい文学

の夜明け－

講師／松山市立子規記念博物館  館長　 

竹田 美喜 氏

四 国 会

日時／平成27年7月13日（月）
会場／城山観光ホテル
≪講演会≫
演題／「新たな世界遺産とかごしま」
講師／尚古集成館 館長

 田村 省三 氏

九 州 会

日時／平成27年6月22日（月）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念研修会≫
演題／「沖縄落語について」
講師／落語家 はち好（こう） 氏

沖 縄 会

日時／平成27年6月15日（月）
会場／名鉄ニューグランドホテル
≪記念講演会≫
演題／「消費税を検証する」－過去・現在・未来－
講師／税理士　 

岩下 忠吾 氏

中 部 会

日時／平成27年7月8日（水）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／贈与税・相続税の
 重要テーマワンポイント解説
講師／MJS税経システム研究所客員研究員　税理士

武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／平成27年7月9日（木）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪記念講演会≫
演題／マイナンバーと今後の税制～軽減税率に

変わる低所得者対策、記入済み申告制度など～

講師／中央大学法科大学院教授・東京財団上席研究員 

森信 茂樹 氏

関東信越会

東 京 会

日時／平成27年6月5日（金）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪記念講演会≫
演題／「仕事も家庭も一生懸命!～出会いの人

生から学んだこと～」
講師／弁護士 

菊地 幸夫 氏

北 陸 会
日時／平成27年7月3日（金）
会場／ロイトン札幌
≪記念講演会≫
演題／「コンサドーレの挑戦～北海道とともに世

界へ～」
講師／株式会社北海道フットボールクラブ代表取締役社長

　野々村 芳和 氏

北 海 道 会

日時／平成27年7月7日（火）
会場／江陽グランドホテル
≪研修会≫
演題／「マイナンバー制度の概要と
 会計事務所が指導すべき具体的対策」
講師／株式会社YACコンサルティング　代表取締役

矢川 孝次郎 氏

東 北 会

第
40
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／平成27年7月15日（水）
会場／ANAクラウンプラザホテル広島
≪記念講演会≫
演題／「民法（債権関係）～120年ぶりの大改正、

要綱案の重要ポイントと今後の動向～」
講師／弁護士・MJS税経システム研究所客員講師　

岩﨑 泰一 氏

日時／平成27年7月1日（水）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／「民法（債権関係）～120年ぶりの大改正! 

要綱案の重要ポイントと今後の動向～」
講師／弁護士・MJS税経システム研究所客員講師　 

岩﨑 泰一 氏

5 月刊税理士事務所CHANNEL



ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る

5
つ
の
分
類
と
そ
の
特
徴

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
、
個
人
か
ら
小
口
の
資
金
を
集
め

る
手
段
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
最
近
は
こ
の
仕
組
み
を
提
供
す
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
個
性
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
種
類
は一般

に
①
寄
付
型
②
購
入
型
③
貸
付
型
④

フ
ァ
ン
ド
型
⑤
株
式
型
の
5
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
あ
る
い
は

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ポ
ー
タ
ル
と
呼
ば
れ

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
者
が
資
金
募
集
な
ど
を

代
行
す
る
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
型
は
寄
付
を
不
特
定
多
数

の
個
人
か
ら
募
る
仕
組
み
で
、
世
界

的
に
高
い
知
名
度
を
誇
っ
て
い
る
の
は

「JustGiving

」
で
す
。
2
0
0
1

年
に
英
国
で
設
立
さ
れ
、
11
年
に
は
日

本
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
英
国
同
様
、

公
益
活
動
を
行
う
団
体
への
寄
付
金
募

集
を
担
っ
て
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
し
た
京
都
大
学
の
山

中 

伸
弥
教
授
も
ⅰ
P
S
細
胞
研
究
所

の
研
究
資
金
の
募
集
を
こ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
行
い
、2
0
0
0
万

円
を
超
え
る
資
金
調
達
に
成
功
し
て
い

ま
す
。

購
入
型
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
出
資
を

呼
び
か
け
、
そ
の
リ
タ
ー
ン
と
し
て
支

援
金
額
に
応
じ
た
特
典
（
商
品
や
イ
ベ

ン
ト
へ
の
招
待
な
ど
）
を
出
資
者
に
提

供
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
09
年
に

米
国
で
創
業
し
た
「K

ickstarter

」、

11
年
3
月
に
日
本
で
最
初
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
立
ち
上
げ
た
「REA

D
Y
FO

R
」

が
有
名
で
す
。

貸
付
型
は
資
金
の
貸
し
手
と
借
り

手
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仲
介
す
る
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。「
ク
ラ
ウ
ド
レ
ン
デ

ィ
ン
グ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

不
特
定
多
数
の
個
人
が
貸
し
手
と
な
り
、

金
融
機
関
の
仲
介
が
な
い
た
め
、
リ
タ

ー
ン
が
多
く
な
る
と
いっ
た
特
色
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
分
、
貸
し
手
は
貸
倒
れ

リ
ス
ク
を
負
う
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
「
ク
ラ
ウ
ド

バン
ク
」
が
貸
付
型
と
し
て
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
ド
型
は
投
資
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の一定
期
間
の
収
益
に
応
じ
て
出
資

者
に
金
銭
が
分
配
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。

あ
く
ま
で
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
投
資
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
売
上
に

よ
っ
て
は
分
配
額
が
元
本
を
下
回
る
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
に
関
し

て
は
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ズ
が
運
用
す
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
が

世
界
的
に
も
高
い
実
績
を
誇
っ
て
い
ま

す
。「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
が
特
に
注
目
さ
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
を
支
援
す
る
「
被
災
地

応
援
フ
ァ
ン
ド
」
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
そ

の
フ
ァ
ン
ド
の
中
の
「
八
木
澤
商
店
フ
ァ

ン
ド
」
で
は
、
工
場
再
建
の
た
め
の
フ
ァ

ン
ド
に
約
1
6
0
0
名
が
出
資
し
、
約

5
0
0
0
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

株
式
型
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
集
ま

る
非
上
場
企
業
の
株
式
へ
の
出
資
を
呼

び
か
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
世
界
的

に
は
英
国
の
「Crow

dCube

」、
米

国
の
「CircleU

p

」
な
ど
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
金
融
商
品
取

引
法
の
改
正
に
よ
り
、
15
年
以
降
に
正

式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
いっ
た
と
こ

ろ
で
す
。
類
似
し
て
い
る
事
例
と
し
て

は
、
97
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ト
銘
柄

制
度
※
を
活
用
し
て
1
4
0
社
以
上

の
非
上
場
株
式
の
募
集
を
行
っ
て
き
た

デ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ
ン
証
券
（
現
在
の
日
本

ク
ラ
ウ
ド
証
券
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は「
C
r
o
w
d
＝
群
衆
、
F
u
n
d
i
n
g
＝
資
金
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、

特
定
の
目
的
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、不
特
定
多
数
の
個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
資
金
を
供
出
す
る
仕
組
み
で
す
。

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
は
、こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
現
状
や
仕
組
み
な
ど
を
M
J
S
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所
客
員
研
究
員
の
出
縄 

良
人
先
生
に
解
説
い
た
だ
き
、

後
半
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
を
提
供
す
る
企
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
動
向

M
J
S
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

客
員
研
究
員

株
式
会
社
出
縄
＆
カ
ン
パ
ニ
ー 

代
表
取
締
役

出
縄
国
際
公
認
会
計
士
事
務
所 

代
表 　

                      
出で
な
わ縄 

良よ
し
と人 

様

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

6月刊税理士事務所CHANNEL



急
成
長
中
の
購
入
型

手
数
料
率
の
高
さ
な
ど
が
課
題

こ
れ
ら
5
つ
の
タ
イ
プ
の
う
ち
貸
付

型
、
フ
ァ
ン
ド
型
、
株
式
型
は
大
別

す
る
と
投
資
型
と
い
わ
れ
る
タ
イ
プ
で
、

日
本
に
お
い
て
は
金
融
商
品
取
引
法
の

規
制
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
貸
付
型
は

貸
金
業
法
の
規
制
も
受
け
ま
す
。

し
か
し
、一方
で
興
味
深
い
動
き
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
5
月
末
に
金
融
商
品
取

引
法
が
改
正
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
「
参
入
要
件
の
緩

和
」
と
「
投
資
者
保
護
の
た
め
の
ル
ー

ル
の
整
備
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
投
資
型
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
は
よ
り
厳
格
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す

が
、
株
式
型
に
つ
い
て
は一定
の
条
件
（一

社
当
た
り
の
募
集
総
額
1
億
円
未
満
で

出
資
者一人
当
た
り
の
投
資
金
額
50
万

円
以
下
な
ど
）
の
も
と
で
、
証
券
会
社

（
第一種
金
融
商
品
取
引
業
者
）
以
外

で
も
第一種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
者

と
し
て
登
録
を
す
れ
ば
参
入
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
従
来
よ
り
も
間
口
が

広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
こ
の
株
式
型
を
活
用
し
、
中
小
企

業
の
資
金
調
達
を
円
滑
化
し
よ
う
と
い

う
意
図
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
第

一種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
者
と
し
て

の
登
録
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
り
例
え
ば
会
計
事
務

所
が
顧
問
先
の
株
式
の
買
い
手
を
募
集

し
て
資
金
調
達
を
支
援
す
る
と
いっ
た
こ

と
も
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。

他
方
、
寄
付
型
と
購
入
型
は
大
別

す
る
と
非
投
資
型
で
あ
り
、
金
融
商

品
取
引
法
の
規
制
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
購
入
型
は
商
取
引
に
近
い

仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お

い
て
も
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
に
お
そ
ら
く
多
く
の
方
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
わ
れ
て
想
像
す
る

の
は
こ
の
購
入
型
だ
と
思
い
ま
す
。
先

述
し
た
「REA

D
Y
FO

R

」
だ
け
で

な
く
、
元
楽
天
の
社
長
室
長
の
松
崎

良
太
氏
が
創
業
し
た
「kibidango

」、

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェン
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「M
akuake

」
な
ど
が
勢
い
を
つ
け
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
実
際
に
企
業
（
も
し
く
は

個
人
）
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
得
る
た
め
に

は
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
同
様
、4
P

と
呼
ば
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
4
要
素
、

す
な
わ
ち
製
品
（Product

）、
価
格

（Price

）、
流
通
（Place

）、
プ
ロ
モ

ー
ション
（Prom

otion

） 

を
意
識
す
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。
な
か
で
も
大
切
な

の
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
カ
ギ
と

な
る
の
は
「
共
感
」
と
「
参
加
」
で

す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
場
合
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
や
そ
の
実
行
者
に

「
共
感
」
し
、
何
ら
か
の
形
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
協
力
す
る
「
参
加
」
意
識
が
、

資
金
拠
出
の
強
い
動
機
に
な
る
か
ら
で

す
。
現
に
セ
キ
ュ
リ
テ
の
被
災
地
応
援

フ
ァ
ン
ド
に
お
い
て
、
八
木
澤
商
店
が
圧

倒
的
に
支
持
さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
や
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、
熱
心
に
自
分
た
ち
の
現
状
や

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
多
く
の
人
た
ち
の
「
共
感
」
と

「
参
加
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
に
関
し
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
場
合
は
募

集
期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
出
足
の
ス

ピ
ー
ド
が
重
要
に
な
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
や
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た

S
N
S
な
ど
で
事
前
告
知
を
行
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

次
い
で
流
通
に
あ
た
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
選
び
も
慎
重
に
行
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
購
入
型
の
場
合
だ
と
、
例

え
ば
社
会
貢
献
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
れ
ば
「REA

D
Y
FO

R

」、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
ば

「M
akuake

」、
モ
ノ
づ
く
り
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
フ
ァ
ン
を
集
め
た
い
の
で
あ
れ
ば

「kibidango

」
と
いっ
た
具
合
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
の
特

色
を
リ
サ
ー
チ
し
た
上
で
検
討
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
（「M

akuake

」

と
「kibidango

」
は
次
ペ
ー
ジ
に
て

紹
介
）。

と
も
あ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
新
規
事
業
、
新
商
品
の
開
発
を

行
う
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
資
金
調
達

の
新
た
な
手
法
に
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
顧
問
先
の
皆
さ
ん
に
も
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

際
は
、
上
記
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
も
、
併
せ
て
お
伝
え
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

クラウドファンディングの分類

寄 付 型
クラウドファンディング・プ
ラットフォームを介して、不
特定多数の個人から寄付を募
る。

購 入 型
クラウドファンディング・プ
ラットフォームにプロジェク
トを掲載し、個人から出資を
募る。出資者は支援金額に応
じた特典を受けられる。

非 投 資 型

※日本証券業協会が証券会社による非上場会社の株式等を公平・円滑に売買するために、1997年からスタートさせた制度

金融商品取引法の規制対象

貸 付 型 株 式 型ファンド 型
クラウドファンディ
ング・プラットフォ
ームを介して、不特
定多数の個人から資
金調達する。金利は
通常の金融機関の融
資に比べて割高。

クラウドファンディング・
プラットフォームを介し
て、プロジェクトベース
のファンドを組成。プ
ロジェクトが成功した
場合は、出資者に配
当を割り当てる。

クラウドファンディ
ング・プラットフォ
ーム上で非上場企業
の株式への投資を呼
びかける。

投 資 型
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人
的
支
援
が
成
功
率
向
上
の
カ
ギ

「kibidango

」
は
、
掲
載
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
の
成
功
率
が
約

8
割
を
誇
る
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
会

社
で
あ
る
き
び
だ
ん
ご
（
株
）
の
松
崎 

良
太
社
長
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
2
0
1
1
年
。

「
ネ
ッ
ト
でK

ickstarter

の
こ
と
を
知

り
、
自
分
で
も
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
、
個
人
と
し
て

1
0
0
件
以
上
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
」
と
松
崎
社
長
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
中
小
企
業
を
支
援
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
で
き
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
松
崎
社
長
は
2
0
1
3

年
3
月
に
「kibidango

」
を
開
設
。

以
来
、
モ
ノ
づ
く
り
を
中
心
に
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
、
約
8
割

と
い
う
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
率
を

誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
成
功

率
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
は
同
社
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
す
。

「『kibidango

』
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
も
事
前
に
ス
タ
ッ
フ
と
の
綿
密
な

打
ち
合
わ
せ
を
経
て
か
ら
募
集
を
開
始

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
松
崎
社

長
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
成
功

し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
気
を
配
っ
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
生
ま
れ
た
商
品
は

「kibidango

」
の
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
機

能
を
利
用
し
て
す
ぐ
に
販
売
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
実
は
こ
う
し
た

人
的
支
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
小
企

業
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
販
売
力
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
補
い
、
成
功
率
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
す
」
と
松

崎
社
長
は
話
し
ま
す
。

埋
も
れ
た
技
術
・
商
品
に

光
を
当
て
る

で
は
、
具
体
的
に
「kibidango

」

で
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一例
と
し
て

「
誰
で
も
作
れ
る
小
さ
な
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
P
L
E
N
2（
プ
レ
ン
ツ
ー
）
で
、
ロ

ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
未
来
を
み
ん
な
に
届

け
た
い
!
」（
募
集
期
間
は
15
年
3
月

6
日
か
ら
5
月
5
日
ま
で
）
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募

集
目
標
金
額
は
1
0
0
万
円
、
特
典

は
「
P
L
E
N
2
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ

ツ
」「
組
立
て
キ
ッ
ト
版
早
割
モ
デ
ル
」

「
完
成
版
早
割
モ
デ
ル
」「
通
常
価
格

の
組
立
て
キ
ッ
ト
版
」
な
ど
。
ち
な
み

に
、
完
成
し
た
P
L
E
N
2
は
20㎝
程

度
の
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
操
作
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
脳
波
で

ダ
イ
レ
ク
ト
操
作
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
す
る
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
で
す
。

「kibidango

」

に
お
け
る

P
L
E
N
2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ペ
ー
ジ
で

は
、P
L
E
N
2
の
特
徴
を
動
画
で
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、「
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共

存
す
る
世
界
を
つ
く
る
」「
技
術
開
発

が
研
究
室
の
扉
の
向
こ
う
側
で
は
な
く
、

み
ん
な
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
で
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
環
境
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
い
っ
た
メ
ー
カ
ー
の
思
い

を
大
々
的
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
無
論
、

思
い
を
具
現
化
す
る
た
め
の
特
徴
に
つ

い
て
も
打
ち
出
し
て
お
り
、「
誰
で
も
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
良
が
行
え
る
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
」「
ロ
ボ
ッ
ト
主
要
部
品
を
3
D

プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
で
き
る
プ
リ
ン
タ
ブ

ル
」
と
い
う
2
つ
の
特
徴
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

結
果
、P
L
E
N
2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
募
集
開
始
の
翌
日
の
3
月
7
日
に

は
目
標
額
を
達
成
。
1
カ
月
後
に
は

2
4
1
万
円
に
達
し
、
見
事
に
開
発

に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、P
L
E
N
2
を
開
発
し
て

い
る
の
は
プ
レ
ン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
（
有
）
と

い
う
中
小
企
業
。
同
社

は
04
年
に
大
阪
の
町
工

場
の
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
06
年

に
初
代
の
P
L
E
N
を

開
発
。
当
時
か
ら
携
帯

電
話
で
操
作
す
る
と
い
う

画
期
的
な
仕
様
で
し
た

が
、
販
売
に
か
け
る
余
力

が
な
く
、2
0
0
台
で
販

売
終
了
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
社
は

そ
の
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

を
夢
見
な
が
ら
も
ロ
ボ
ッ

ト
関
連
電
子
部
品
の
製

造
受
託
と
P
L
E
N
を

教
材
化
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
の
教
育
を
展
開
し
て

き
た
の
で
す
。
ま
さ
に
「kibidango

」

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
再
び
夢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
た
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
に
は
P
L
E
N
2
プ
ロ
ジェク
ト

の
例
に
限
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
素
晴
ら
し

い
商
品
や
技
術
が
埋
も
れ
て
い
る
は
ず

で
す
。
そ
う
し
た
商
品
や
技
術
に
と
っ

て
、
売
上
見
込
を
立
て
た
上
で
開
発
・

製
造
に
取
り
掛
か
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
最
適
な
仕
組
み
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

運
営
企
業
の
取
り
組
み
レ
ポ
ー
ト
①

kibidango

きびだんご
株式会社

「kibidango」ホームページ
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顧
客
目
線
を
重
視
し
た
仕
組
み

（
株
）
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
運
営
す

る
「M

akuake

」
が
誕
生
し
た
の
は

2
0
1
3
年
8
月
。「
当
時
、
日
本

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
主
流
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
要
素
の
強
い
購
入
型
や

フ
ァ
ン
ド
型
で
し
た
。
で
す
が
、
私
た
ち

は
あ
く
ま
で
顧
客
目
線
に
立
っ
た
購
入

型
を
目
指
し
、
顧
客
が
思
わ
ず
誰
か
に

伝
え
た
く
な
る
よ
う
な
モ
ノ
や
コ
ト
を
提

供
す
る
〝
場
〞
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
」
と
中
山 

亮
太
郎
社
長
は
話

し
ま
す
。

そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

「M
akuake

」
に
は
独
創
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
常
時
2
0
0
件
ほ
ど
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
同
社
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
全

力
で
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
そ

の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
常
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

立
て
方
、
見
せ
方
、
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
提
案
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
中
山
社
長
。
そ
の
た
め
の
努

力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
設
立
時
は
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
モ
ノ

づ
く
り
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か

っ
た
た
め
、
何
十
軒
も
の
工
場
を
視
察

し
た
り
、
研
修
を
受
け
た
り
し
て
、
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
一

方
で
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェン
ト
グ
ル
ー
プ
の

総
合
力
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
気
が
高
い
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
か

ら
「M

akuake

」
への
誘
導
は
も
ち
ろ

ん
、
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
な
ど
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。

「M
akuake

」
の
も
う
一つ
の
特
徴

が
高
い
信
頼
性
で
す
。「
モ
ノ
が
届
か
な

い
と
いっ
た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
事

前
審
査
で
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
で
き
て
い

て
も
、
生
産
体
制
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど
の
よ
う
な
工
場
な

の
か
と
いっ
た
こ
と
ま
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま

す
。
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

後
も
定
期
的
に
制
作
の
進
捗
を
確
認
す

る
な
ど
も
し
て
い
ま
す
」
と
中
山
社
長

は
話
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
新
た
な
形
に

こ
う
し
た
努
力
が
結
実
し
、

「M
akuake

」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
、

利
用
者
は
設
立
以
来
、
増
加
し
続
け

て
お
り
、
次
々
と
ユニ
ー
ク
な
事
例
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。「
ダ
サ
い
L
E
D
は

終
わ
り
に
し
よ
う
! 

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を

L
E
D
で
再
現
、
美
し
い
電
球
を
広

め
た
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
の一つ
で
す
。

こ
れ
は
愛
知
県
の
自
動
車
関
連
メ
ー
カ

ー
の
社
員
が
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
L
E
D
電
球

を
製
造
・
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

も
と
も
と
「
商
品
化
は
厳
し
い
」
と
さ

れ
た
企
画
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
メ
ー
カ

ー
の
担
当
者
が
「
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
兼
ね
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
ス

タ
ー
ト
。
そ
し
て
い
ざ
「M

akuake

」

に
掲
載
し
て
み
る
と
、
そ
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
が
話
題
を
呼
び
、
目
標
金
額

の
1
5
0
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
約

1
5
0
0
万
円
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
ま
さ
に
、
自
分
の
作
り
た

い
も
の
が
、
世
の
中
の
人
が
欲
し
い
も

の
だ
と
証
明
し
た
事
例
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
以
外
の
分

野
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の一つ
が
「
日

本
一の
馬
肉
専
門
店
で
、
石
釜
で
焼
い

た
最
高
の
ロ
ー
ス
ト
ホ
ー
ス
を
食
べ
さ
せ

た
い
!
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
れ
か

ら
オ
ー
プ
ン
す
る
馬
肉
専
門
の
飲
食
店

経
営
者
が
、
こ
だ
わ
り
の
馬
肉
料
理
を

作
る
た
め
の
石
窯
の
購
入
費
用
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
目
標
金
額
3
0
0
万
円

（
1
口
当
た
り
1
万
円
）
に
対
し
、
約

5
5
0
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
典
は
「
会

員
券
」
と一風
変
わ
っ
た
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
後
の
1
年
間
は
会

員
と
そ
の
紹
介
者
し
か

入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。「一見
す

る
と
顧
客
の
間
口
を
狭

め
て
し
ま
い
そ
う
な
特
典

の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

そ
の
目
的
は
ロ
イ
ヤ
ル
カ

ス
タ
マ
ー
の
確
保
に
あ
り

ま
す
。
支
援
者
に
ロ
イ

ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
な
っ
て

も
ら
い
、
さ
ら
に
『
な

か
な
か
入
れ
な
い
こ
だ
わ

り
の
店
』
と
い
う
こ
と
で
、

親
し
い
人
た
ち
を
連
れ
て

来
て
も
ら
う
。
そ
う
す

る
こ
と
で
き
ち
ん
と
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
な
計
画

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
中
山
社
長
は

言
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
「
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
お
金
を
集
め
る
手
法

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
は

顧
客
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
モ
ノ
、
コ

ト
に
出
会
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

よ
り
信
頼
性
と
安
全
性
を
高
め
、
ネ
ッ

ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
新
た
な
形
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
中
山
社

長
。
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
新
た
な
〝
幕
開
け
〞
が
始
ま
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

運
営
企
業
の
取
り
組
み
レ
ポ
ー
ト
②

「Makuake」ホームページ

Makuake
株式会社サイバー
エージェント・クラウド
ファンディング

9 月刊税理士事務所CHANNEL



顧
問
先
一
人
ひ
と
り
に

経
営
者
と
し
て
の
自
覚
を

根
付
か
せ
た
い

―
開
業
時
の
目
標
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

大
戸 

孝
男
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

と
に
か
く
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
、

そ
し
て
顧
問
先
に
一
つ
で
も
多
く
の

気
づ
き
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
規
の
顧

問
先
に
は
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、

会
社
の
現
状
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
さ
ら
に
決
算
書
の
内
容
を
事
細

か
く
分
析
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

当
初
は
経
営
者
に
心
を
開
い
て
も
ら

う
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
会
話
を
重
ね
る
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築

き
、
口
コ
ミ
で
徐
々
に
顧
問
先
の
件

数
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
13

年
目
に
し
て
約
1
4
0
件
の
顧
問
先

と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

―
1
4
0
件
と
も
な
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
顧
問
先
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
大
変
そ
う
で

す
ね
。

大
戸　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
す
べ
て

の
顧
問
先
の
も
と
に
私
が
頻
繁
に
足

を
運
ぶ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
の
代
わ
り
、
必
ず
毎
月
の
試

算
表
に
目
を
通
し
、
予
想
利
益
や
問

　地元の中小企業経営者とのコミュニケーションを大切にし、長年培ってきた農業経営支援のノウハウを生かしたサービスで
差別化を図る大戸孝男税理士事務所。所長の大戸 孝男先生に、付加価値の高い税理士業務を目指す背景、
そして農業経営支援に関する取り組みについて伺いました。

顧問先の事業継続を徹底的にサポート
農業経営支援にも注力し地域を元気に

所在地 栃木県塩谷郡高根沢町大字花岡1530番地2
TEL 028-676-7056
FAX 028-676-7059
設立 2002年
職員数 8名
導入システム／ACELINK NX-Pro

事 務 所 訪 問

大戸孝男税理士事務所

栃木県塩谷郡

10月刊税理士事務所CHANNEL



題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
私
な
り
の
視

点
で
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
入
り
の
試

算
表
を
担
当
職
員
が
顧
問
先
に
届
け
、

そ
の
場
で
さ
ら
に
詳
細
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な

毎
月
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
経
営
者

と
し
て
の
自
覚
を
強
く
し
て
い
た
だ

き
、
事
業
継
続
に
寄
与
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
年
培
っ
て
き
た

農
業
経
営
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

農
家
の
法
人
化
を
推
進

―
特
に
農
業
経
営
支
援
に
注
力
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
開
業
時
か

ら
農
業
経
営
支
援
に
関
す
る
案
件
は

多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
戸　

私
の
実
家
は
農
家
で
あ
り
、

農
業
に
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
親
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
事
務
所
開
設
時
は

特
に
農
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
か

つ
て
農
業
所
得
の
申
告
は
耕
地
面
積

を
基
準
と
し
て
試
算
す
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
、
特
に
税
理
士
が
支
援
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
開
業
し
て
間
も
な
く
農
業
所

得
の
計
算
方
法
に
関
す
る
改
正
が
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業
所
得
の
申

告
に
つ
い
て
も
収
支
計
算
が
必
須
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
徐
々
に
財
務
諸

表
の
作
成
や
複
雑
な
経
理
業
務
の
指

導
的
案
件
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農

業
分
野
を
事
務
所
の
強
み
の
一
つ
に

し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

　

以
来
、
農
業
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
い
く
に
つ
れ
て
次
第
に
顧

問
先
か
ら
の
紹
介
な
ど
で
農
業
関
連

の
案
件
が
増
え
て
い
き
、
現
在
は
全

体
の
2
割
ほ
ど
を
占
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
農
業
支
援
を
手
が
け
た

の
が
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
こ
と
、
周

囲
に
農
家
や
酪
農
家
が
多
か
っ
た
こ

と
が
追
い
風
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

―
農
業
経
営
支
援
を
行
う
上
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
戸　

農
業
支
援
に
お
い
て
大
切
な

の
は
、
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
捉

え
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
農
家
は

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
そ
れ
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
は
ま

ず
「
米
一
粒
が
ど
う
い
う
コ
ス
ト
で

で
き
て
い
る
か
」
を
突
き
詰
め
て
数

値
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
米
一
粒

に
ど
れ
だ
け
の
肥
料
や
人
件
費
、
農

業
機
械
の
リ
ー
ス
代
、
土
、
水
な
ど

が
か
か
っ
て
い
る
か
を
割
り
出
し
、

よ
り
効
率
的
に
良
質
な
米
を
作
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
一
緒
に

考
え
て
い
く
の
で
す
。
最
近
で
は
牧

場
の
案
件
も
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
場
合
は
広
大
な
土
地
に
か
か
る
相

続
税
や
飼
育
に
要
し
た
餌
の
量
ま
で

を
加
味
し
た
上
で
、
牛
の
価
値
や
減

価
償
却
費
ま
で
算
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
計
算
に
は
か

な
り
特
殊
な
知
識
が
必
要
で
す
が
、

職
員
に
も
農
業
支
援
の
研
修
を
受
け

て
も
ら
う
こ
と
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

―
全
国
的
に
農
家
の
高
齢
化
や
離

農
、
後
継
者
不
足
な
ど
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

大
戸　

法
人
化
し
て
組
織
力
を
つ
け

な
け
れ
ば
、
日
本
の
農
業
は
先
細
り

に
な
る
一
方
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営

体
制
を
盤
石
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
農
地
を
集
積
管
理
し
て
耕
作
放

棄
地
を
解
消
し
た
り
、
法
人
組
織
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
承
継
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
私
た
ち

は
農
家
の
法
人
設
立
の
お
手
伝
い
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
農
業
法
人
、

さ
ら
に
は
農
地
の
所
有
・
売
買
が
で

き
る
農
業
生
産
法
人
の
設
立
準
備
か

ら
そ
の
後
の
指
導
ま
で
を
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し

て
、
農
家
の
法
人
化
の
ニ
ー
ズ
は
着

実
に
高
ま
っ
て
お
り
、U
・
I
タ
ー

ン
者
に
よ
る
新
規
就
農
も
増
え
て
い

ま
す
。

―
農
業
に
新
規
参
入
す
る
際
に
農

地
を
な
か
な
か
貸
し
て
も
ら
え
な
い

と
い
っ
た
問
題
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
戸　

確
か
に
農
家
の
中
に
は
「
す

で
に
田
畑
と
し
て
使
用
し
て
は
い
な

い
け
れ
ど
、
先
祖
代
々
の
土
地
を
手

放
し
た
く
な
い
」
と
い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
こ
れ
ま
で
農
業
経
営
支
援
の
分
野

に
お
い
て
確
か
な
実
績
を
重
ね
、
多

く
の
顧
問
先
か
ら
信
頼
も
得
て
き
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
地
元
農
家

の
方
々
と
腹
を
割
っ
た
話
が
で
き
る

と
い
う
強
み
が
あ
り
、
常
日
頃
か
ら

農
家
の
方
々
と
農
地
の
活
用
法
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
農
業
を

続
け
る
の
が
無
理
だ
と
思
う
方
が
い

れ
ば
、
話
し
合
い
の
中
で
農
地
を
求

め
て
い
る
方
を
紹
介
し
た
り
、
太
陽

光
発
電
や
ア
パ
ー
ト
経
営
な
ど
を
提

案
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
土
地
が
、
た
だ
単
に
空

地
と
し
て
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
の
は

非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。
農
地
利
用

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い
か
に
そ
の
土
地

に
価
値
づ
け
を
し
て
い
く
か
、
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。　

税
理
士
と
し
て
の
業
務
に

付
加
価
値
や
強
み
を
加
え
て
い
く

―
農
業
分
野
以
外
で
は
、
ど
の
よ今年1月に移転したばかりの真新しく快適な空間

移転を機に事務所のオリジナルロゴ
を作成
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事 務 所 訪 問

　大戸先生のご実家は祖父の代からの米農家でした。子

どもの頃にお父上から税理士という職業について教えても

らって以来、ずっと頭の片隅にそのことが残っていたそうです。

中学・高校時代は野球に没頭し、大学に進学してから税理

士を目指して本格的に勉強を始めたといいます。そして在学

中に簿記・財務諸表論の資格を取得、お父上が体調を崩さ

れたのを機に実家に戻りました。地元の会計事務所に勤務

する傍ら、週末は税理士試験のための勉強に打ち込むとい

う日 を々続けた後、44歳の時に税理士試験に合格、念願の

事務所開設を果たしました。

税 理 士 ま で の 歩 み

より広範なニーズに応えるべく、事務所体制の整備を進める大戸 孝男先生

う
な
業
種
の
顧
問
先
が
多
い
の
で
し

ょ
う
か
。

大
戸
　
工
業
団
地
が
あ
る
の
で
製
造

業
の
顧
問
先
は
多
い
の
で
す
が
、
全

体
的
に
業
種
に
こ
だ
わ
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
顧
問
先
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
会
社
の
分
割
や
合
併
と
い
っ
た

組
織
再
編
や
事
業
承
継
に
関
す
る
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

―
幅
広
い
業
種
、
分
野
の
業
務
に

対
応
し
て
い
く
に
は
、
よ
り
多
く
の

人
材
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

職
員
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
戸
　
ど
の
よ
う
な
業
種
で
あ
れ
、

何
よ
り
現
場
を
自
分
の
目
で
見
て
、

生
の
声
を
聞
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

社
員
教
育
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
当
事
務
所
で
は
ベ
テ

ラ
ン
と
若
手
を
組
ま
せ
、
若
手
に
早

い
う
ち
か
ら
現
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
々
の
適
正
に
応
じ

て
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
研
修
を

受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
私
が
常
に
念
頭

に
置
い
て
い
る
の
は
「
職
員
の
ミ
ス

は
事
務
所
の
財
産
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
何
ら
か
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
ら
、

必
ず
翌
日
の
朝
礼
の
際
に
「
ミ
ス
が

な
ぜ
起
こ
っ
た
か
」「
そ
の
ミ
ス
に

よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
」

「
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
防
げ
た
か
」

を
話
し
合
い
ま
す
。
失
敗
を
責
め
る

の
で
は
な
く
、
失
敗
に
至
っ
た
経
緯

と
対
策
を
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
で
、

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

な
り
、
職
員
同
士
の
会
話
も
生
ま
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

―
今
後
の
事
務
所
の
目
標
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

大
戸
　
今
年
の
1
月
に
事
務
所
を
移

転
し
、
広
々
と
し
た
空
間
で
心
に
余

裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
建
物
は
2
階
建
て
で
、

ま
だ
業
務
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る

の
で
、
今
後
は
各
士
業
と
の
さ
ら
な

る
連
携
を
強
化
し
、
よ
り
広
範
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る

な
ど
、
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
に
さ
ら

に
付
加
価
値
や
強
み
を
加
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税

制
改
正
時
に
、
改
正
内
容
を
分
析
し
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
顧
問
先
に
ど
の

よ
う
に
適
用
で
き
る
か
を
分
析
す
る

部
署
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
る
経
営
者
の
方
に
一
つ

で
も
多
く
の
〝
気
づ
き
〞
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯

誤
し
て
い
き
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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代
々
の
当
主
が

時
代
に
合
わ
せ
た
菓
子
作
り

龜
屋
の
看
板
商
品
は
明
治
時
代
か

ら
大
正
に
か
け
て
5
代
目
と
6
代
目

が
（
と
も
に
山
崎 

嘉
七
を
名
乗
る
）

二
人
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
、

屋
号
を
冠
し
た
「
亀
の
最
中
」。
通

常
よ
り
小
ぶ
り
な
一
口
サ
イ
ズ
で
甘

み
が
強
い
の
で
食
後
の
満
足
度
が
高

い
。
歴
史
あ
る
建
物
や
文
化
財
が
並

ぶ
通
り
を
散
策
す
る
た
め
に
訪
れ
た

人
の
お
供
に
ピ
ッ
タ
リ
で
気
分
も
盛

り
上
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

製
法
は
可
能
な
限
り
当
時
の
ま
ま
で
、

丹
念
に
炊
き
上
げ
た
小
豆
と
国
産
の

も
ち
米
と
合
わ
せ
た
粒
あ
ん
と
こ
し

あ
ん
の
2
種
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

店
頭
で
こ
の
最
中
に
次
い
で
人
気

な
の
が
、
山
崎 

嘉
正
社
長
が
開
発
し

た
「
小
江
戸
川
越
シ
ュ
ー
」。
芋
形

の
皮
の
中
に
県
産
サ
ツ
マ
イ
モ
ペ
ー

ス
ト
を
練
り
込
ん
だ
3
層
構
造
、
洋

風
ク
リ
ー
ム
と
合
わ
せ
た
上
品
な
甘

み
が
好
評
で
、
市
の
特
産
品
と
し
て

も
好
評
を
博
し
て
い
る
。
な
ん
で
も

同
社
で
は
代
々
当
主
が
独
自
商
品
を

開
発
す
る
の
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
、「
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
時

代
に
合
っ
た
菓
子
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
が
支
持
さ
れ
続
け
る
秘
訣
の
一

つ
」
と
嘉
正
社
長
は
話
す
。

守
り
続
け
る
正
し
さ
と
本
物
の
味

同
店
の
創
業
は
1
7
8
3
年
（
天

明
3
年
）。
初
代
・
山
崎 

嘉
七
は

1
7
5
6
年
（
宝
暦
6
年
）、
現
在

の
長
野
県
生
ま
れ
。
故
郷
を
離
れ
城

下
町
と
し
て
栄
え
る
川
越
に
移
り
和

菓
子
屋
に
奉
公
し
、
暖の

れ
ん簾
分
け
で
現

在
の
地
に
店
を
構
え
た
（
本
家
龜
屋

は
後
代
に
転
業
、
同
店
が
屋
号
の
正

統
継
承
者
と
な
っ
た
）。
以
降
、
2

代
、
3
代
と
一
級
品
の
砂
糖
を
惜
し

み
な
く
使
っ
た
高
級
ま
ん
じ
ゅ
う
や

落ら
く
が
ん雁
、
よ
う
か
ん
な
ど
を
作
り
川
越

藩
に
献
上
、
4
代
目
は
京
都
嵯
峨
御

所
「
龜
屋
河か

わ
ち
だ
い
じ
ょ
う

内
大
掾
藤
原
嘉
永
」
と

い
う
階
位
を
賜
る
ほ
ど
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
名
門
菓
子
屋
で
も
こ
れ
ま

で
に
幾
度
か
の
経
営
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。「
最
大
の
ピ
ン
チ
は
第
2

次
世
界
大
戦
中
、
菓
子
作
り
に
不
可

欠
な
砂
糖
が
統
制
で
手
に
入
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
」
と
嘉
正

社
長
。
ほ
か
の
菓
子
屋
の
中
に
は
闇

で
流
通
す
る
砂
糖
を
仕
入
れ
営
業
を

続
け
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

時
の
当
主
で
あ
っ
た
6
代
目
は
曲
が

っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
で
、「
正
規
の

砂
糖
が
使
え
な
い
な
ら
そ
れ
は
偽
物
、

不
正
に
よ
っ
て
店
は
立
た
ぬ
」
と
菓

子
作
り
を
中
断
し
、
代
わ
り
に
ミ
シ

ン
を
販
売
し
て
し
の
い
だ
。
戦
後
の

混
乱
が
落
ち
着
き
商
売
を
再
開
し
た

の
は
1
9
5
2
年
（
昭
和
27
年
）
に

な
っ
て
か
ら
。
菓
子
作
り
を
や
め
て

い
た
理
由
を
知
っ
て
い
た
地
元
客
は

創
業
以
来
の
〝
本
物
の
味
〞
の
復
活

を
喜
び
、
こ
ぞ
っ
て
買
い
求
め
に
来

た
と
い
う
。
や
が
て
高
度
成
長
期
に

入
り
、
84
年
に
経
営
が
7
代
目
か
ら

嘉
正
社
長
に
代
わ
る
と
百
貨
店
を
中

心
に
攻
勢
を
か
け
、
91
年
ま
で
に
販

売
店
数
を
先
代
の
倍
以
上
ま
で
増
や

し
、
売
り
上
げ
も
過
去
最
高
を
記
録

し
た
。

し
か
し
、
時
代
は
変
化
す
る
。
こ

こ
10
年
ほ
ど
は
市
場
縮
小
に
伴
い
不

採
算
店
を
閉
じ
存
続
店
の
採
算
性
向

上
を
図
り
な
が
ら
、「
商
品
の
品
質
管

理
に
集
中
し
て
い
る
」
と
嘉
正
社
長
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
①
原
材

料
の
表
示
義
務
と
製
造
履
歴
管
理
の

徹
底
②
包
装
形
態
の
見
直
し
に
よ
る

賞
味
期
限
延
長
と
そ
の
情
報
の
消
費

者
へ
の
発
信
だ
。
消
費
者
か
ら
食
の

安
心
・
安
全
へ
の
要
求
が
高
ま
る
中
、

6
代
目
の
遺
志
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
る
の
が
分
か
る
。
同
社
で

は
こ
れ
か
ら
も
信
頼
に
足
る
商
品
を

世
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

埼玉　Saitama

小江戸・川越を代表する銘菓店
伝統を守りつつ変化し続ける

株式会社  龜
か め や

屋

　埼玉県川越市、約 400mにわたる昔ながらの「蔵造りの町並み」のちょうど入り口に老舗菓子屋「龜屋」本店はある。観光客は通りに
並ぶ飲食店や土産物屋巡りなどを楽しむが、まずはここで小腹を満たしてからという人が多いようだ。地元客からの信頼も厚く、本店を含め
た全 15 店のうち、9カ所が川越にあり、そのうち5 店舗が川越を代表する百貨店「丸広」グループの施設に出店している。その人気の理
由について、8 代目・山崎 嘉正社長に歴史をひも解きながら語ってもらった。

株
式
会
社　

龜
屋（
本
店
）

埼
玉
県
川
越
市
仲
町
4-

3

℡
： 

0
4
9-

2
2
2-

2
0
5
2

問
い
合
わ
せ:

0
4
9-

2
2
2-

2
0
5
1

　龜屋さんに取材でお邪魔してから10年近くが経ちますが、今でも
記憶に鮮明なのは、一度拡張した販売網を縮小した際の苦労話です。
内容は本稿で紹介されている通りですが、拡大路線は先代が始めた
もので、先代が出店した店を閉める苦渋がいかに大きかったか。　4
代目も功績が大きく、同郷の渋沢栄一を手本に、第八十五国立銀行
や川越貯蓄銀行を創設、1900年（明治33年） に埼玉県内で最初に設
立された川越商工会議所の初代会頭にも就任しました。1870年（明
治3年）に文章化された6か条の家訓も「人に親切、社会に奉仕すべし」

「家業は世の進歩に帰すべし」 など含蓄に富んでいます。

百
年
企
業

左：1893年（明治26年）に起きた「川越大火」を教訓に商人たちは火事に
強い蔵を建てるようになった。同社本店もそのひとつ
右：8代目考案の小江戸川越シュー（中央前・右）と、屋号を冠した亀の最
中（中央後）

長寿企業を研究する日本経済大学・後藤俊夫教授の「目」
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「ACELINK NX‐Pro」の事務所管理機能を活用して
合併後の事務所経営を効率化

M J Sサービスを活用した事務所経営

　2012年に合併し、法人化した渡辺・麻場税理士法人。長年にわたってMJSサービスを活用し続けた二つの事
務所はどのように合併し、どのようにシステムを活用しているのでしょうか。代表社員の渡辺 和彦先生と麻場 
孝先生に、MJS長野支社の常田 義文支社長がインタビューしました。

合
併
と
法
人
化
で

組
織
の
総
合
力
を
向
上

常
田 

義
文
支
社
長
（
以
下
、
敬
称

略
）　

ま
ず
は
事
務
所
の
モ
ッ
ト
ー
と

合
併
・
法
人
化
の
背
景
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

渡
辺 

和
彦
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称

略
）　
父
の
代
か
ら
「
正
確
、
迅
速
、

丁
寧
」
な
仕
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
組
織
と
し
て
の
総
合

力
や
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
実
、
相
続
や

事
業
承
継
、
さ
ら
に
は
公
益
法
人
の

設
立
や
税
務
会
計
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
学
校
や
社

会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
と
し
た
公
益

法
人
の
顧
問
先
数
は
10
件
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
あ
れ
ば
今
こ
そ
こ

の
流
れ
に
乗
り
、
事
務
所
の
総
合
力

を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

2
0
1
2
年
に
麻
場
先
生
の
事
務
所

と
合
併
し
、
税
理
士
法
人
化
を
し
た

の
で
す
。

常
田　

合
併
と
法
人
化
に
あ
た
っ
て

ご
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

麻
場 

孝
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称

略
）　
私
の
事
務
所
は
開
業
37
年
、

渡
辺
先
生
の
事
務
所
は
開
業
42
年
と
、

い
ず
れ
も
老
舗
の
税
理
士
事
務
所
だ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
先
代
の
渡
辺
先

生
と
は
親
し
い
間
柄
で
し
た
し
、
何

よ
り
顧
問
先
を
第
一
に
考
え
る
点

や
「
正
確
、
迅
速
、
丁
寧
」
と
い
っ

た
モ
ッ
ト
ー
が
共
通
し
て
い
た
の

で
、
合
併
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
お
互
い

に
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

い
た
の
で
、
デ
ー
タ
の
統
合
な
ど
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま

す
。
な
お
、
事
務
所
は
従
来
通
り
の

場
所
で
機
能
し
て
お
り
、
私
は
長
野

市
、
渡
辺
先
生
は
須
坂
市
に
拠
点
を

置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
職
員
も

基
本
的
に
は
拠
点
を
変
え
ず
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

常
田　

合
併
に
伴
い
、
二
つ
の
拠
点

間
を
V
P
N
（
バ
ー
チ
ャ
ル
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
※
で
つ
な

い
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

渡
辺
　
須
坂
の
拠
点
に
全
て
の
デ
ー

タ
を
集
め
、
長
野
の
拠
点
と
V
P
N

で
結
ぶ
こ
と
で
、
双
方
の
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ち

ら
の
拠
点
で
も
デ
ー
タ
を
変
更
、
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
二
つ
の
拠
点
は
時
間
に
し

て
車
で
30
分
ほ
ど
離
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
不
都
合
を
感
じ
る
こ
と
な
く

業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

む
し
ろ
職
員
数
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大
き
い
で

す
ね
。
例
え
ば
ど
ち
ら
か
の
拠
点
の

作
業
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
場
合
、

（左より）渡辺 和彦先生と麻場 孝先生

離
れ
て
い
て
も
他
方
の
事
務
所
が
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
だ
っ
て
で

き
る
の
で
す
。

業
務
日
報
シ
ス
テ
ム
を
軸
と
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

常
田　

先
生
方
は
ど
の
よ
う
な
理
由

で
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

麻
場
　
以
前
は
別
の
会
社
の
専
用
機

を
使
用
し
て
い
た
の
で
す
が
、
事
務

所
で
計
算
か
ら
出
力
ま
で
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
る
と
こ
ろ
が
気
に
入

り
、1
9
8
2
年
頃
に
M
J
S
の
専

用
機
を
1
台
導
入
し
ま
し
た
。
以
降
、

事
務
所
の
規
模
拡
大
に
伴
い
、
シ
ス

テ
ム
や
ソ
フ
ト
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
き
ま
し
た
。

渡辺・麻場税理士法人
渡辺 和彦代表社員
麻場 孝代表社員　　　　　　　
本店 〒382-0099
 長野県須坂市墨坂4-11-26
 TEL 026-245-7758 
支店 〒380-0845
 長野県長野市西後町1584-2
 アサバ税経ビル5F
 TEL 026-235-0296
利用システム／ACELINK NX-Pro

14月刊税理士事務所CHANNEL



常
田　

各
種
シ
ス
テ
ム
や
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
活
用
し
て
、
内
部
統
制
に
も
力

を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

渡
辺　

私
た
ち
の
事
務
所
で
は
現

在
は
最
新
の
「A

CELIN
K

 N
X
－

Pro

」
の
業
務
日
報
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
職
員
全
員
に
業
務
日
報
を
出

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
一
人
ひ
と
り
の

業
務
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
自
己
申

告
だ
け
で
は
自
分
に
と
っ
て
都
合
の

よ
い
こ
と
だ
け
を
申
告
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
同

時
に
I
T
統
制
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「SO
X
BO

X

」
を
導
入
し
て
い
れ
ば
、

事
務
所
内
の
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ラ
ー

の
全
履
歴
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
自
然
と
業
務
日
報
の
正
確

性
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
も

「SO
X
BO

X

」
は
貢
献
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
U
S
B

メ
モ
リ
な
ど
で
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し

た
場
合
、
同
シ
ス
テ
ム
は
そ
う
い
っ

た
履
歴
も
管
理
で
き
る
の
で
、
何
か

問
題
が
生
じ
た
際
に
調
査
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
抑
止
力
に
も
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

常
田　
「A

C
E
LIN

K
 N

X－
P
ro

」

の
業
務
日
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、

原
価
管
理
や
日
報
管
理
表
な
ど
の
機

能
も
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

渡
辺　

業
務
日
報
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
、
個
人
別
時
間
単
価
や
費
用
項
目

を
設
定
し
、
顧
問
先
原
価
を
割
り
出

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日

報
管
理
表
の
機
能
を
使
っ
て
、
顧
問

先
別
、
担
当
者
別
、
作
業
項
目
別
に

時
間
・
コ
ス
ト
集
計
管
理
表
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
問
先
に
誰
が
ど

の
程
度
の
時
間
を
割
い
た
か
を
分
析

し
ま
す
。
こ
の
分
析
資
料
を
業
務
改

善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
職
員
の
人
事
評
価
、

賞
与
査
定
な
ど
を
行
う
際
に
も
活
用

し
て
い
ま
す
。

常
田　

同
じ
く
「A

C
E
LIN

K
 N

X

－
P
ro

」
の
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
機
能
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

渡
辺　

対
応
履
歴
や
To
Do
と
い

っ
た
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
お
か
げ
で
、

拠
点
が
二
つ
あ
っ
て
も
情
報
共
有
を

簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
最
も
重
宝
し
て

い
ま
す
。
私
が
普
段
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
使
っ
て
い
るGoogle

カ
レ
ン

ダ
ー
と
連
携
す
る
の
で
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

入
れ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
た

ち
と
も
共
有
で
き
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
顧
問
先
と
の
ア
ポ
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
時
に
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
分
刻
み
に
な
っ
た
り
し
て
苦
労

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
余
計
な

手
間
が
か
か
ら
な
い
上
に
顧
問
先
に

即
座
に
レ
ス
ポ
ン
ス
が
で
き
る
の
で
、

顧
客
満
足
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

常
田　

M
J
S
お
よ
び
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ご
要
望
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

麻
場　

M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
に
は
素

晴
ら
し
い
機
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

使
い
こ
な
し
切
れ
な
い
く
ら
い
で
す

（
笑
）。
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
き

に
説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、
な
か

な
か
覚
え
き
れ
な
い
と
思
う
の
で
、

箇
条
書
き
で
も
い
い
の
で
便
利
な
機

能
や
操
作
方
法
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
・
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
も
し
く
は
、

支
社
単
位
で
そ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
実
施

す
る
と
か
。
シ
ス
テ
ム
の
活
用
法
を

も
っ
と
知
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
事
務
所

の
生
産
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
の
で
は

常田 義文支社長

須坂市の本店（右）と長野市の支店は車で30分ほどの距離にありますが、
VPNを活用して各種データは本店で一括管理しています

　

ち
な
み
に
、
最
近
で
は
M
J
S
の

C
S
C（
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）
に
か
な
り
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
上
の
こ
と
で

何
か
し
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
電
話
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
モ
ー
ト

操
作
に
よ
っ
て
的
確
に
教
え
て
く
れ

る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺　

私
も
や
は
り
事
務
所
内
で
業

務
を
完
結
で
き
る
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
、2
0
0
7
年
に
M
J
S

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
前
は
税
務
と
会
計
で
そ
れ
ぞ

れ
別
の
メ
ー
カ
ー
の
ソ
フ
ト
を
使

用
し
て
い
た
の
で
す
が
、
包
括
的

に
税
務
会
計
業
務
を
管
理
で
き
る

「A
CELIN

K

 N
avi

」
の
お
か
げ
で

作
業
効
率
が
格
段
に
上
が
り
ま
し
た
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。

常
田　

こ
れ
か
ら
も
当
社
の
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
顧
問
先
の
支
援
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
企
業
内
デ
ー
タ
通
信
に
用
い
ら
れ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
。
拠
点
間
接
続
な

ど
に
使
わ
れ
、
遠
隔
地
の
拠
点
と
も
自
社

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
よ
う
に
通
信
が
行

え
る
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「キスゲ満開」
（尾瀬国立公園）

と
持
っ
て
対
応
し
た
こ
と
に
、
度

肝
を
抜
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
女

房
の
強
さ
か
ら
我
慢
の
強
さ
を
類

推
し
た
仁
王
は
、
日
本
へ
逃
げ
帰

る
わ
け
で
す
が
、
日
本
海
の
中
央

付
近
で
我
慢
が
投
げ
た
鎖
に
船
は

ど
ん
ど
ん
カ
ラ
の
方
へ
引
き
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
と
き
仁
王
は
自
ら
の
最
後

を
覚
悟
し
つ
つ
も
、
日
本
国
中
の

神
仏
に
お
祈
り
を
し
、
生
還
時
に

は
未
来
永
劫
、
門
番
と
し
て
神
仏

に
仕
え
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
、

鎖
が
切
れ
て
無
事
日
本
に
帰
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
話
は
、
自
慢
す
る
こ
と

へ
の
戒
め
、
井
の
中
の
蛙
大
海
を

知
ら
ず
の
諭
し
、
そ
し
て
神
仏
に

対
す
る
信
仰
の
勧
め
を
テ
ー
マ
と

し
た
寓
話
で
し
ょ
う
が
、
奈
良
時

代
に
発
生
し
た
本ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く
せ
つ

地
垂
迹
説
を
、

無む
ち
も
う
ま
い

知
蒙
味
な
一
般
民
衆
に
そ
れ
と

説
か
ず
に
植
え
付
け
る
巧
妙
な
仏

教
説
話
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
本
地
垂
迹
説
は
日

本
人
の
特
質
（
本
来
異
質
の
も
の

を
同
化
さ
せ
て
利
用
）
の
ひ
と
つ

が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

仮
名
（
表
意
か
ら
表
音
）
を
発

明
し
混
合
利
用
、
ア
ン
パ
ン
や
か

つ
丼
の
発
明
等
々
、
優
れ
た
特
性

で
あ
る
よ
う
に
考
え
ま
す
が
、
平

安
時
代
に
あ
っ
た
牛
車
を
馬
車
に
、

蹴
鞠
を
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
発
展
さ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
雨
の

ぬ
か
る
み
に
道
路
を
舗
装
せ
ず
高

下
駄
を
発
明
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
国
民
性
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ

と
考
え
ま
す
。

な
お
、
長
崎
県
島
原
半
島
に

「
仁
王
と
が
ま
」
の
民
話
が
あ
り

『
昔
、
島
原
に
仁
王
、
肥
後
に
が
ま

と
い
う
負
け
ず
劣
ら
ず
の
大
力
者

が
あ
っ
た
。
二
人
の
力
比
べ
は
紆

余
曲
折
の
末
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
互
い
に
相
手
を
自
分
よ
り

強
い
と
誤
解
し
て
の
う
え
だ
っ
た
。

そ
れ
以
来
島
原
で
は
が
ん
ば
る
こ

と
を
「
が
ま
出
す
」、
肥
後
で
は

「
に
お
出
す
」
と
云
っ
て
い
る
そ
う

だ
。』
と
、
こ
の
よ
う
に
こ
ち
ら
の

話
は
語
原
説
話
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

一
口
に
神
社
仏
閣
と
い
い
ま
す

が
、
神
社
は
神
様
を
、
寺
院
は
仏

様
を
お
祭
（
祀
）
り
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
発
祥
地
も
由
来
も

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
万

人
の
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
金
剛
力
士
像
（
い
わ
ゆ
る

仁
王
様
）
が
神
社
仏
閣
の
両
方
の

門
を
守
護
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
関
し
次
の
よ

う
な
昔
話
を
幼
児
期
に
母
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昔
々
、
日
本
の
国
に
仁
王
と
い

う
大
変
な
力
自
慢
が
居
て
、
事
実

国
内
で
は
並
ぶ
も
の
が
な
い
強
い

力
士
で
し
た
。

自
慢
が
増
上
慢
と
な
り
、
隣
国

カ
ラ
（
韓
、
唐
か
?
）
に
遠
征
し

た
も
の
で
す
が
、
当
時
カ
ラ
に
は

我
慢
と
い
う
大
変
な
力
持
ち
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。

仁
王
は
、
我
慢
宅
へ
力
比
べ
で

訪
問
し
ま
し
た
が
、
偶
然
留
守
で
、

そ
の
女
房
が
片
手
で
百
貫
は
あ
ろ

う
（
と
母
の
口
上
）
火
鉢
を
軽
々
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